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平
成
30
年
７
月
19
日
（
木
） 

委
員
長
所
見 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

57
名 

 
 

出
席
計
算
数 

46
名
中
31
出
席 

出
席
率

67
・
39
％ 

前
々
回
出
席
率

90
・
00
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
大
上
職
業
奉
仕
委
員
長 

・
第
６
回
Ｗ
Ｆ
Ｆ 

（
ワ
ー
ル
ド
フ
ー
ド+

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ
）
案
内 

★
髙
木
青
少
年
奉
仕
委
員 

・
派
遣
青
少
年
交
換
学
生
帰
国
報
告 

★
鬼
頭
会
員 

・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
２
０
０
合
唱
団 

演
奏
会
案
内 

★
地
区
大
会
Ｐ
Ｒ
・
バ
ナ
ー
交
換 

★
委
員
長
所
見 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
我
等
の
生
業
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ビ
ジ
タ
ー 

蒲
郡
Ｒ
Ｃ 

地
区
大
会
実
行
委
員
（
16-

17
年
度
会
長
）

 

鈴
木 

康
仁
さ
ん 

地
区
大
会
実
行
委
員
（
姉
妹
ク
ラ
ブ
委
員
長
）

 

鈴
木 

康
仁
さ
ん 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

 

伊
藤 

秀
樹
さ
ん 

神
谷 

裕
之
さ
ん 

名
古
屋
昭
和
Ｒ
Ｃ 

白
木 

勝
久
さ
ん 

須
原 

茂
樹
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

11
月
10
日
・
11
日
地
区
大
会
、
蒲
郡

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

蒲
郡
Ｒ
Ｃ 

鈴
木 

康
仁
さ
ん 

鈴
木 

康
仁
さ
ん 

松
本
哲
朗
会
長
、
本
日
は
１
９
８
６
年

Ｊ
Ｃ
Ｉ
名
古
屋
世
界
会
議
年
度
ご
一
緒

し
た
仲
間
、
国
際
室
エ
ー
ス
! ?
四
名
で

会
長
就
任
祝
い
を
兼
ね
激
励
に
寄
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
呉
々
も
体
調
に
気
を

つ
け
て
頂
き
、
貴
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
の

た
め
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
た
め
、頑
張
っ
て

下
さ
い
。 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

 

伊
藤 

秀
樹
さ
ん 

神
谷 

裕
之
さ
ん 

名
古
屋
昭
和
Ｒ
Ｃ 

白
木 

勝
久
さ
ん 

須
原 

茂
樹
さ
ん 

暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
熱
中
症
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。 

 
 

松
本 

哲
朗 

今
日
は
多
く
の
ビ
ジ
タ
ー
の
方
に
お
越

し
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

杉
本 

忠
夫 

９
月
16
日
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
２
０
０
合

唱
団
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
是
非
お
聴

き
下
さ
い
。 

 
 

 
 

鬼
頭 

茂
成 

本
日
所
見
を
行
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
！ 

 
 

 
 

林 
 

順
治 

蒲
郡
Ｒ
Ｃ
さ
ん
ホ
ス
ト
の
地
区
大
会
の

成
功
を
祈
っ
て
。 

吉
田 

隆
彦
・
髙
木 
政
義 

竹
林 

正
人
・
川
合 

美
幸 

暑
中
お
見
舞
い 

申
し
上
げ
ま
す
。 

横
井 

 

衞 
 

 
 

 
 

 

小
澤 

幸
男 

 
 

 
 

 
 

 

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

松
本 

哲
朗 

「
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
」 

１
９
４
６
年
ア
メ
リ
カ
発
祥
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、
今
で
は
24
時

間
営
業
が
当
た
り
前
で
す
が
、
当
時
の

朝
７
時
か
ら
夜
11
時
ま
で
営
業
と
い
う

の
も
画
期
的
で
「
ト
ー
テ
ム
・
ス
ト
ア
」

か
ら
改
名
し
て
「
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
」

に
な
り
ま
し
た
。 

日
本
で
の
一
号
店
は
１
９
７
４
年
に

東
京
に
で
き
、
ど
ん
ど
ん
広
が
り
ま
し

た
。
愛
知
県
は
う
ん
と
遅
れ
て
２
０
０

２
年
か
ら
の
出
店
で
す
が
、
名
古
屋
市

内
は
今
も
増
殖
中
で
す
。 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で

す
が
、
大
き
く
数
字
の「
７
」
が
あ
り
、
真

ん
中
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｖ

Ｅ
ｎ
と
書
い
て
あ
る
の
で
す
が
、
最
後 

の
「
ｎ
」
だ
け
小
文
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

見
た
目
の
イ
メ
ー
ジ
を
柔
ら
か
く
す
る

た
め
と
言
わ
れ
て
ま
す
が
、
当
時
の
記

録
も
な
く
古
す
ぎ
て
理
由
を
知
る
人
も

い
な
い
よ
う
で
す
。
車
で
通
り
過
ぎ
る

と
そ
こ
ま
で
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
歩
い
て
ゆ
っ
く
り
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。 

        

     

似
た
よ
う
な
例
が
、
名
古
屋
に
本
社

の
あ
る
う
ど
ん
チ
ェ
ー
ン
「
サ
ガ
ミ
」

の
ロ
ゴ
で
す
。
カ
タ
カ
ナ
で
サ
ガ
ミ
で

す
が
よ
く
見
る
と
「
ガ
」
に
点
が
３
つ 

 

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
字
が
あ
る
の
か
と

思
い
ま
す
が
、
カ
タ
カ
ナ
に
見
え
る
け

れ
ど
実
は
カ
タ
カ
ナ
で
は
な
く
、平
仮 

名
の
「
か
」
に
点
々
だ
そ
う
で
す
。
こ
ち

ら
の
理
由
は
字
画
数
の
問
題
で
一
つ
多

い
方
が
い
い
よ
う
で
す
。 

こ
の
二
つ
ご
存
じ
だ
っ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
自
分
で

気
が
付
か
れ
た
方
は
稀
で
、
ど
な
た
か

か
ら
自
慢
げ
に
教
わ
っ
た
ケ
ー
ス
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
今
度
は
是
非
ど
な
た

か
に
自
慢
げ
に
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
知
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
け
ど
。 

 

 

委
員
長
所
見 

 

社
会
奉
仕
委
員
長 

鬼
頭 

茂
成 

１
９
０
５
年
に
最
初
の
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
あ
る
シ
カ
ゴ
Ｒ
Ｃ
が
出
来
、

１
９
０
７
年
第
３
代
の
会
長
ポ
ー
ル
・

ハ
リ
ス
が
定
款
に
地
域
貢
献
を
追
加
し

ま
し
た
。
最
初
の
社
会
奉
仕
活
動
と
な

っ
た
の
は
、
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
で
し

た
。
そ
の
後
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は 

 

組
織
の
拡
大
に
伴
い
、
様
々
な
倫
理
訓

1431 
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や
、
理
念
が
語
ら
れ
今
の
組
織
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。 

１
９
２
７
年
に
四
大
奉
仕
部
門
が
確

立
さ
れ
ま
し
た
。
手
続
き
要
覧
の
奉
仕

部
門
に
は
、 

１
．奉
仕
の
第
１
部
門
は
ク
ラ
ブ
奉
仕
、 

２
．第
２
部
門
は
職
業
奉
仕
、 

３
．第
３
部
門
は
社
会
奉
仕
、 

４
．第
４
部
門
は
国
際
奉
仕
、
更
に 

５
．青
少
年
奉
仕
が
第
５
部
門
、と
あ
り
、

現
在
は
五
大
奉
仕
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

１
９
１
７
年
ア
ト
ラ
ン
タ
で
の
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
年
次
大

会
で
会
長
の
ア
ー
チ
・
ク
ラ
ン
フ
が
新

し
い
基
金
の
設
立
を
提
案
し
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
最
初
の
寄
付
は
カ
ン
サ
ス
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
の
６
ド
ル
50
セ

ン
ト
で
し
た
。
そ
の
後
６
年
経
っ
て
も

残
高
は
７
０
０
ド
ル
に
満
た
な
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
１
９
１
７
年
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ル
ヴ
ィ
ン
・

ジ
ョ
ウ
ン
ズ
が
、「
奉
仕
の
実
践
と
は
抽

象
的
観
念
的
道
徳
論
で
は
な
く
、
現
に

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
お
金
を
必
要
と
し
て

い
る
人
た
ち
に
対
し
、
金
銭
的
に
援
助

の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
だ
」
と
ラ
イ 

        

オ
ン
ズ
と
い
う
奉
仕
ク
ラ
ブ
を
設
立
し

ま
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の"I se

rv
e
"

に

対
し
、
彼
ら
は"W

e
 se

rv
e
"

と
唱
え
ま

し
た
。
こ
れ
が
、
基
金
に
影
響
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
１
９
４
７
年
１
月
27
日
に

ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
が
亡
く
な
り
ま
す
と
、

   

様
子
が
一
変
し
ま
す
。
国
際
ロ
ー
タ
リ

ー
に
寄
付
が
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
き
ま

す
。
１
９
２
８
年
に
名
付
け
ら
れ
た
ロ

ー
タ
リ
ー
財
団
は
ポ
ー
ル
に
敬
意
を
表

し
た
い
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
対
し
て
寄
付

を
呼
び
掛
け
ま
す
。
そ
の
反
響
は
素
晴

ら
し
く
、１
９
４
８
年
８
月
ま
で
に
、１

３
０
万
ド
ル
以
上
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ー
チ
・
ク
ラ
ン
フ
は
「
お
金
だ
け
で

は
た
い
し
た
こ
と
は
出
来
な
い
。
個
人

の
奉
仕
と
お
金
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
ば
、

文
明
へ
の
天
の
恵
み
と
な
る
こ
と
が
出

来
る
」
と
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
組
織
の

奉
仕
活
動
と
な
っ
て
行
き
ま
す
。
い 

 

よ
い
よ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の"

W
e
 

se
rv

e
"

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

活
動
は
地
区
内
で
も
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。
我
々
は"

I se
rv

e
"

も"W
e 

se
rv

e
"

も
超
え
て
奉
仕
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
我
々
の
誇
り
と
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。 

今
年
度
の
社
会
奉
仕
活
動
に
つ
い
て

語
り
ま
す
。今
年
度
は
、岡
田
尚
彦
さ
ん
、

横
井
衞
さ
ん
、寺
師
栄
治
さ
ん
、神
谷
さ

つ
き
さ
ん
、
と
私
の
５
人
で
す
。
活
動

は
基
本
的
に
継
続
事
業
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。 

１
．大
須
地
区
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
べ

く
「
大
須
な
う
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
。 

こ
れ
は
11-

12
年
度
、
照
井
さ
ん
が

社
会
奉
仕
委
員
長
の
時
に
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
素
晴
ら
し
い
企
画
で
継
続
発
展

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

２
．老
人
介
護
施
設
慰
問
を
行
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
08-

09
年
度
第
25
代
小

澤
幸
男
会
長
の
時
に
始
ま
り
、
そ
れ
以

後
継
続
し
て
い
る
事
業
で
す
。
毎
年
２

回
、
小
澤
さ
ん
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
、「
ぽ

こ
♪
あ
♪
ぽ
こ
」
の
児
童
合
唱
団
、
オ

オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
の
合
唱
に
加
え
、
小

澤
さ
ん
の
師
匠
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
、
小

澤
さ
ん
の
友
人
の
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、「
ケ
ア
マ
キ
ス
笹

原
」、「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ベ
ル
の
木
」
の

２
ヶ
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

３
．２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
の
復
興

支
援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。 

こ
の
事
業
は
、
２
０
１
１
年
震
災
が

起
こ
っ
た
そ
の
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。
参
加
し
て
い
る
合
唱
団
は
６

団
体
、そ
し
て
、そ
の
合
唱
団
の
指
導
者
、

そ
の
仲
間
の
音
楽
家
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で
に
集

ま
っ
た
義
援
金
額
は
、
約
６
０
０
万
円

に
上
り
ま
す
。
全
額
を
あ
し
な
が
育
英

会
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。 

４
．各
種
寄
付
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
。 

東
海
交
通
遺
児
を
励
ま
す
会
へ
の
募

金
を
始
め
、
毎
年
続
け
て
い
る
募
金
は

継
続
し
て
行
い
ま
す
。 

５
．Ｏ
Ｓ
Ｕ
山
桜
フ
ィ
ー
ル
ド
の
環
境
支

援
活
動
を
行
い
ま
す
。 

猿
投
の
森
Ｏ
Ｓ
Ｕ
山
桜
フ
ィ
ー
ル
ド

の
整
備
な
ど
協
力
し
て
い
き
ま
す
。 

６
．大
須
商
店
街
行
事
へ
の
参
加 

大
須
商
店
街
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
を
し
ま
す
。 

７
．名
古
屋
市
内
25
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
社
会
奉
仕
活
動
へ
の
参
加
協
力
を

し
ま
す
。 

  

委
員
長
所
見 

 

親
睦
活
動
委
員
長 

林 
 

順
治 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
度
、

親
睦
活
動
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
林
順
治
で
す
。
始
め
に
親
睦
活
動
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

副
委
員
長
に
は
企
画
力
抜
群
の
田
崎
雅

三
さ
ん
。委
員
に
は
、重
鎮
の
岩
崎
征
一

さ
ん
、
佐
々
木
功
さ
ん
。
そ
し
て
、
中
原 

        

康
雄
さ
ん
、高
田
知
史
さ
ん
。以
上
の
６

名
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
一
年
間
、

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ロ
ー
タ
リ
ー
親
睦
活
動 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
基
盤
は
親
睦
と
奉
仕

に
あ
っ
て
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
の
が

寛
容
だ
と
創
設
者
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
が

語
っ
て
い
ま
す
。
両
者
は
両
輪
と
し
て

直
進
し
、
最
初
の
動
力
伝
達
は
親
睦
か

ら
と
の
言
葉
も
残
し
て
お
り
ま
す
。 

 

親
睦
は
意
義
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動

の
原
動
力
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
ロ

ー
タ
リ
ー
の
雰
囲
気
の
中
で
ま
す
ま
す

深
ま
り
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
形
式

や
気
取
り
を
去
り
、
身
分
や
地
位
に
関

係
な
く
対
等
の
立
場
で
交
わ
る
か
ら
で

あ
る
と
。 

 

そ
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
理
念
で
あ
る

奉
仕
活
動
は
、
会
員
同
志
の
友
情
と
信

頼
関
係
、
さ
ら
に
は
会
員
の
家
族
の
理

解
が
あ
っ
て
初
め
て
実
現
し
ま
す
。
子

供
や
お
孫
さ
ん
ま
で
含
め
た
家
族
と
の

交
流
の
輪
を
拡
大
す
る
事
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

活
動
目
標 

ク
ラ
ブ
及
び
会
員
個
々
の
活
性
化
を

図
る
為
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
会
員
相

互
の
調
和
を
維
持
し
、
老
若
男
女
問
わ

ず
相
互
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
ク

ラ
ブ
作
り
に
務
め
ま
す
。 

活
動
方
針 

今
年
度
の
会
長
方
針「
家
族
に
感
謝
、

職
場
に
感
謝
」
に
基
づ
き
、
特
に
家
族
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忘
年
会
と
家
族
旅
行
で
は
「
感
謝
の
思

い
」
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
企
画
を
実

施
し
、
会
員
・
家
族
相
互
の
親
睦
が
一

層
深
ま
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。 

活
動
計
画 

・
通
常
例
会
は
Ｓ
．Ａ
．Ａ
．、
ク
ラ
ブ
奉 

 
 

仕
委
員
会
、
会
場
運
営
委
員
会
と
連

携
を
図
り
円
滑
な
例
会
運
営
に
努
め

ま
す
。 

・
ゲ
ス
ト
・
ビ
ジ
タ
ー
の
例
会
出
席
に

対
し
て
は
、
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
会
と

協
力
し
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
明
る
い

ク
ラ
ブ
と
し
て
最
大
限
か
つ
細
や
か

な
お
も
て
な
し
を
し
ま
す
。 

・
今
年
度
は
、
家
族
忘
年
会
・
家
族
旅

行
を
基
軸
と
し
て
予
算
を
効
率
よ
く

活
用
し
た
運
営
を
心
掛
け
ま
す
。 

・
家
族
忘
年
会
は
、「
家
族
に
感
謝
」
を

テ
ー
マ
に
35
周
年
事
業
と
併
せ
て

行
う
為
、
盛
大
に
実
施
し
ま
す
。 

・
納
涼
夜
間
例
会
を
実
施
し
ま
す
。 

・
新
春
例
会
は
通
常
例
会
と
し
ま
す 

・
家
族
旅
行
を
実
施
し
ま
す
。 

・
最
終
夜
間
例
会
を
実
施
し
ま
す
。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

１
．納
涼
夜
間
例
会 

２
０
１
８
年
８
月
９
日(

木) 

場
所 

「
ピ
ル
ゼ
ン
」 

中
区
新
栄
１-

４-

５  

２
．家
族
忘
年
会  

→ 

35
周
年
記
念
と
併
せ
て  

２
０
１
８
年
12
月
13
日(

木) 

    

場
所  

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

３
．新
春
夜
間
例
会 

 

→ 

新
春
の
通
常
例
会(

昼) 

２
０
１
９
年
１
月
10
日(

木) 

４
．春
の
家
族
旅
行 

２
０
１
９
年
３
月
23
日(

土)

仮 

候
補
地(

大
正
村) 

５
．最
終
夜
間
例
会 

２
０
１
９
年
６
月
20
日(

木) 
６
．会
員
誕
生
日
、
配
偶
者
誕
生
日
、 

結
婚
月
の
お
祝
い 

お
祝
い
は
毎
月
第
一
例
会
、
又
は
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 
Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
に
て
、
オ

オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
の
協
力
を
得
て
バ
ー

ス
デ
ー
ソ
ン
グ
を
歌
い
、
ジ
ュ
ー
ス
で

乾
杯
を
し
ま
す
。 

７
．そ
の
他 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
改
装
工
事
の
た

め
、８
月
９
月
は
例
会
場
が
使
用
不
可
。 

松
本
年
度
の
方
針
と
会
長
の
要
望 

１
．松
本
年
度
方
針 

「
家
族
に
感
謝
、
職
場
に
感
謝
」 

２
．松
本
会
長
の
要
望 

①
家
族
旅
行
は
実
施
し
て
欲
し
い 

（
バ
ス
が
楽
し
み
）。

 

②
家
族
忘
年
会
で
の
家
族
会
費
を 

５
，
０
０
０
円
に
し
て
欲
し
い
。

 

③
35
周
年
行
事
を
単
独
で
行
わ
な
い

代
わ
り
に
家
族
忘
年
会
に
併
せ
る
。 

④
家
族
忘
年
会
に
は
家
族
は
勿
論
、
従

業
員
、地
区
の
方
、ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
等
、

沢
山
の
方
々
に
参
加
し
て
貰
い
た
い
。 

最
後
に
家
族
旅
行
と
家
族
忘
年
会
に

つ
い
て
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

家
族
旅
行
の
場
所
は
ま
だ
決
定
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
候
補
地
の
大
正
村
は 

「
尾
上
さ
ん
の
お
父
様
が
使
用
さ
れ
て

お
ら
れ
た
楽
器
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の

で
皆
で
見
学
に
行
こ
う
」
と
松
本
会
長

よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
尾

上
さ
ん
か
ら
は
「
つ
ま
ら
ん
で
辞
め
と

け
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
度
下
見

に
行
っ
て
来
よ
う
と
思
い
ま
す
。
時
間

は
あ
ま
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
大
正
村

以
外
に
「
あ
そ
こ
が
い
い
、
こ
こ
が
い

い
」
等
、
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
ア
ド

バ
イ
ス
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

松
本
年
度
は
35
周
年
行
事
を
単
独

で
行
わ
な
い
代
わ
り
に
家
族
忘
年
会
に

併
せ
る
為
、
家
族
忘
年
会
を
盛
大
に
行

い
ま
す
。
当
然
、
親
睦
活
動
委
員
会
の

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
な
り
ま
す
。 

家
族
忘
年
会
の
参
加
人
数
は
、
昨
年

が
83
名
、
一
昨
年
が
86
名
、
そ
の
前
が

１
５
０
名
。
昨
年
、
一
昨
年
と
１
０
０

名
を
切
る
参
加
者
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
会
員
減
少
に
伴
う
傾
向
と
も
言

え
ま
す
が
、
家
族
忘
年
会
を
盛
大
に
行

う
以
上
、
１
５
０
名
以
上
の
参
加
者
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
反
対
意
見
と
し
て
「
品
が
な
い
。」

「
も
っ
と
手
作
り
で
開
催
す
べ
き
。」
な

ど
が
あ
が
り
、
賛
成
意
見
と
し
て
は
、

「
老
若
男
女
幅
広
く
喜
ば
れ
る
。」「
家

族
、
従
業
員
を
連
れ
て
行
き
た
い
。」
な

ど
が
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
件
に
関
し

ま
し
て
は
、
松
本
会
長
・
杉
本
幹
事
と

熱
く
話
し
合
い
ま
し
た
。
委
員
会
の
打

合
せ
会
で
は
激
し
く
話
し
合
い
ま
し
た
。

 

ど
の
意
見
も
正
し
く
、
間
違
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
本
当
に
ロ
ー
タ

リ
ー
の
事
を
思
い
、
ク
ラ
ブ
の
事
を
思

っ
て
の
意
見
な
ん
だ
な
ぁ
と
嬉
し
く
感

じ
ま
し
た
。
よ
く
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友

情
」
と
言
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、

議
論
は
熱
く
激
し
く
ケ
ン
カ
に
な
る
の

で
は
と
少
し
焦
り
ま
し
た
が
、
最
後
は

「
よ
し
わ
か
っ
た
、や
ろ
う
！
」
と
言
っ

て
貰
え
た
事
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
情

を
感
じ
ま
し
た
。 

家
族
忘
年
会
に
限
ら
ず
、
家
族
旅
行

や
夜
間
例
会
も
そ
う
で
す
が
、
例
会
変

更
も
含
め
、
様
々
な
ご
意
見
に
耳
を
傾

け
、
そ
し
て
謙
虚
に
受
け
止
め
、
そ
の

上
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
何
卒
「
ロ

ー
タ
リ
ー
の
友
情
に
免
じ
て
、」
御
理
解

と
御
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

以
上
で
所
見
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
静
聴
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

第
６
回
Ｗ
Ｆ
Ｆ 

（
ワ
ー
ル
ド
フ
ー
ド+

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ
）
案
内 

職
業
奉
仕
委
員
長 

大
上 

晃
延 

       

 

地
区
大
会
Ｐ
Ｒ
・
バ
ナ
ー
交
換 

蒲
郡
Ｒ
Ｃ
（
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
） 

地
区
大
会
実
行
委
員
（
16-

17
年
度
会
長
）

 

鈴
木 

康
仁
さ
ん 

地
区
大
会
実
行
委
員
（
姉
妹
ク
ラ
ブ
委
員
長
）

 

鈴
木 

康
仁
さ
ん 

            
 

       

 
 

 
  

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

「
国
際
性
あ
ふ
れ
る 

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」 

「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン  

い
た
る
と

こ
ろ
に
」
を
テ
ー
マ
に
ト
ロ
ン
ト
で
開

催
さ
れ
た
第
１
０
９
回
ロ
ー
タ
リ
ー
国

際
大
会
。
世
界
中
か
ら
２
５
，６
５
２
人 

  

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 
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の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
一
堂
に
会
し
、
親

睦
と
国
際
性
を
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場

で
旧
友
と
ば
っ
た
り
再
会
し
た
り
、
友

愛
の
家
で
新
し
い
人
と
出
会
っ
た
り
、

本
会
議
で
の
講
演
で
感
動
し
た
り
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
特
別
な
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。（
中
略
） 

４
日
間
に
わ
た
る
今
大
会
で
講
演
し

た
ゲ
ス
ト
は
い
ず
れ
も
、
ロ
ー
タ
リ
ー

の
活
動
成
果
を
称
賛
し
、
さ
ら
な
る
活

動
と
協
力
を
促
し
ま
し
た
。
英
国
の
ア

ン
王
女
は
、
ポ
リ
オ
撲
滅
活
動
で
中
心

的
な
役
割
を
担
う
ロ
ー
タ
リ
ー
に
感
謝

を
表
明
。
ま
た
、
ロ
ー
ラ
・
ブ
ッ
シ
ュ

元
米
大
統
領
夫
人
は
、
早
期
児
童
教
育

の
支
援
を
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

国
連
の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

の
立
案
に
貢
献
し
た
一
人
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
ヘ
レ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
元
首

相
は
、
イ
ア
ン 

Ｈ
．
Ｓ
．
ラ
イ
ズ
リ
ー

Ｒ
Ｉ
会
長
と
対
談
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

平
等
と
、
環
境
、
貧
困
、
飢
餓
、
平
和

の
重
要
な
関
連
性
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。 ま

た
、
ハ
イ
チ
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ガ
イ
・

ラ
フ
ォ
ン
タ
ン
首
相
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
寄
せ
、
そ
の
後
で
ロ
ー
タ
リ
ー

と
ハ
イ
チ
政
府
の
水
担
当
局
の
提
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
「H

A
N

W
A

S
H

」
の
立
ち

上
げ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

同
国
の
水
・
衛
生
の
課
題
に
取
り
組
む

活
動
で
す
。 

さ
ら
に
、カ
ナ
ダ
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・

ト
ル
ド
ー
首
相
に
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら「
ポ

リ
オ
撲
滅
推
進
功
労
賞
」
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ト
ル
ド
ー
首
相
は
受
賞
演
説
の

中
で
、
ポ
リ
オ
撲
滅
の
た
め
に
各
国
政

府
と
協
力
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
の
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。
ポ
リ
オ
を
撲
滅
す
る

闘
い
に
お
い
て
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
極
め 

 
 

 
 

て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る

と
首
相
は
語
り
、

「
私
た
ち
は
協

力
し
て
、
ポ
リ

オ
撲
滅
を
実
現

さ
せ
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

大
会
の
正
式
な
開
幕
に
先
立
ち
、
６

月
22
日
（
金
）
に
は
「
ロ
ー
タ
リ
ー
平

和
構
築
サ
ミ
ッ
ト
」も
開
か
れ
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
テ
レ
ラ
イ
・
ト
レ
ン
ト

さ
ん
の
講
演
に
加
え
、
経
済
平
和
研
究

所
（In

s
titu

te
 fo

r E
c
o
n

o
m

ic
s
 

a
n

d
 P

e
a
c
e

）
と
ロ
ー
タ
リ
ー
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。 

月
曜
日
の
本
会
議
で
は
、
ロ
ー
タ
リ

ー
の
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ュ
ー
コ
事
務
総
長
と

U
N

IC
E

F
 U

S
A

の
会
長
・C

E
O

で

あ
る
キ
ャ
リ
ル 

Ｍ
．ス
タ
ー
ン
氏
が
講

演
し
、
自
身
の
体
験
に
つ
い
て
語
り
ま

し
た
。
両
者
と
も
、
戦
争
中
に
両
親
が

難
民
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
逃
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
の
本
会
議
で
は
、
ロ
ー

タ
リ
ー
の
６
つ
の
各
重
点
分
野
に
関
す

る
ゲ
ス
ト
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

奉
仕
の
理
念
を
掲
げ
る
ロ
ー
タ
リ
ー

の
大
会
と
あ
り
、
本
会
議
や
分
科
会
で

は
、
よ
り
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
奉

仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
数
々
の
機
会
や
ア

イ
デ
ア
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

教
育
用
玩
具
を
専
門
と
す
る
リ
ー
プ

フ
ロ
ッ
グ
の
共
同
創
設
者
で
、
ラ
モ
リ

ン
ダ
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
に

所
属
す
る
ジ
ム
・
マ
ー
グ
ラ
フ
さ
ん
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
た
ち
に
読
み

書
き
を
教
え
る
た
め
に
自
社
が
開
発
し

た
教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ダ
リ
ー
語
と

パ
シ
ュ
ト
ー
語
版
を
紹
介
。
ま
た
、
奉

仕
の
推
進
を
目
的
に
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
技
術
を
開
発
す
る
た
め
、
同

社
と
ロ
ー
タ
リ
ー
が
協
力
し
て
き
た
経

緯
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。 

ロ
ー
タ
リ
ー
元
国
際
親
善
奨
学
生
で
、

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
ロ
ー
タ
リ
ー
Ｅ
ク
ラ

ブ
（
米
国
テ
キ
サ
ス
州
）
に
所
属
す
る

ア
イ
シ
ス
・
メ
ヒ
ア
ス
さ
ん
が
水
と
衛 

生
の
重
要
性
を

強
調
し
た
ほ
か
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の

元
青
少
年
交
換

学
生
で
あ
る
ジ

ェ
ー
ン
・
ネ
ル

ソ
ン
さ
ん
が
ビ

ジ
ネ
ス
界
と
の

協
力
を
通
じ
て

ロ
ー
タ
リ
ー
が

経
済
発
展
の
分

野
に
影
響
を
も

た
ら
す
方
法
を

説
明
し
ま
し
た
。 

ロ
ー
タ
ー
ア

ク
ト
創
立
50

周
年
に
あ
た
る

今
年
の
大
会
で

は
、
元
気
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
あ

ふ
れ
る
若
者
た

ち
の
姿
も
多
く 

見
ら
れ
ま
し
た
。 

２
０
１
９
年
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
会
の
ジ

ョ
ン 

Ｔ
．
ブ
ラ
ウ
ン
ト
委
員
長
は
、
エ

ア
・
カ
ナ
ダ
・
セ
ン
タ
ー
に
来
た
人
た

ち
と
一
緒
に
セ
ル
フ
ィ
ー
を
撮
り
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
友
だ
ち
に
送
信
す

る
よ
う
促
し
ま
し
た
。「
ト
ロ
ン
ト
で
最

高
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
来

年
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
会
で
も
皆
さ
ん
と

会
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」 

水
曜
日
に
は
、
来
年
の
ハ
ン
ブ
ル
ク

（
ド
イ
ツ
）
国
際
大
会
に
ち
な
み
、
カ

ナ
ダ
の
バ
ン
ドF

a
b

 F
o
u

re
v
e
r

が

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
歌
を
ド
イ
ツ
語
で
披
露
。

ま
た
、
16
人
の
元
会
長
と
と
も
に
ス
テ

ー
ジ
に
上
が
っ
た
バ
リ
ー
・
ラ
シ
ン
次

期
会
長
が
、
次
年
度
の
テ
ー
マ
「
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
ろ
う
」
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。
最
後
に
挨
拶
し
た
ラ

イ
ズ
リ
ー
会
長
も
、「
私
た
ち
が
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
こ
と
が
大
切
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

２
０
１
９
年
ロ
ー
タ
リ
ー
国
際
大
会

は
、
６
月
１
～
５
日
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ン

ブ
ル
ク
で
開
か
れ
ま
す
。 

記
事
：A

rn
o
ld

 R
. G

ra
h
l 

 

G
e
o
ff J

o
h

n
s
o
n
 

写
真
：A

lyc
e
 H

e
n

s
o
n
 

（
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

  

８
月
２
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

名
古
屋
栄
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル  

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

・
派
遣
青
少
年
交
換
学
生
壮
行
会 

中
野 

 

愛
さ
ん  

８
月
９
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

納
涼
夜
間
例
会 

於 

「
ピ
ル
ゼ
ン
」 

B
IE

R
H

A
U

S
 P

ils
e
n
 

受
付
18
時
00
分 

例
会
18
時
30
分 

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

前
田 

隆
久
・
杉
浦 

令
淑 

川
畑 

博
敬
・
竹
林 

正
人 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

王女、3人の首相、元大統領夫人が出席したトロント大会
に、世界中から25,000人以上が結集。ロータリーの活
動成果を祝い、将来のビジョンを描きました。 

ジャスティン・トルドー首相 


